
沖縄県平和祈念資料館展示更新監修委員会（第７回）議事概要

１ 開催日時：令和７年 12月 16日（火）14:00～15:28

２ 開催場所：平和祈念資料館 ２階大会議室

３ 出席委員：仲地博、林博史、瀬戸隆博、古賀徳子、宮城晴美、里井洋一、新城

俊昭、今理織（オンライン）、山城彰子、石堂徳一、宮良純一郎

事務局： 沖縄県平和祈念資料館 館長 大城友恵、副参事 平良智子、班長

與儀桂、主幹 比嘉栄司、主査 嶺井京子、主任（学芸員）大城

航、主事 川満彰、学芸員 仲本和

八重山平和祈念館（オンライン）分館長 親盛剛、主査 上原峻斗

乃村工藝社 齊藤恵理、宮城あずさ、平良里紗

（オンライン）森誠一朗、上原裕、芦田光代、松岡瑛美、西村世

津子、稲野辺翔、中村和延

４ 議題等

(1) 各部会中間報告（展示項目リスト、展示構成図、ゾーニングプラン）

［資料１］

(2) 各部会と確認を要する事項等［資料２］

５ 議事等

(1) 各部会中間報告（展示項目リスト、展示構成図、ゾーニングプラン）につ

いて

ア 事務局が資料１の説明を行った。

イ 委員から次のような発言があった。

① 戦前・戦中時代部会

・沖縄戦が始まる前の沖縄に暮らす人々の姿を描く導入展示を設定し、後

につづく展示につなげていきたい。なお、展示内容や写真、資料等につ

いては今後精査していく。

・第２展示室では、住民犠牲の諸相をさらに詳しく、丁寧に再構成する。

また、鉄の暴風シアター周囲の動線を整理するとともに、現在の完全な

開放型ではないシアターを検討している。

・第３展示室は、基本的に現状の展示を維持しながら内容を検討する。

・「沖縄は大変だったね」という感想で終わらせない工夫をきちんと考え

ていきたい。

② 戦後時代部会

・できるだけ映像を入れていきたいと考えている。

・現在の展示ではアメリカ世の高等弁務官の写真が展示されているが、政

治だけでなく、当時の沖縄の住民がどうだったのか、ということが分か

る展示が必要ではないかと思っている。



・女性への性暴力については沖縄戦時中の展示にも入っているが、米軍上

陸後の事件をスライドショーのような形で流していきたい。

・第５展示室を出ていくときに、どのようなイメージで終わらせるかとい

ったことも引き続き検討する必要があると考えている。

③ 平和の発信・学習部会

・「平和の礎」と展示を往還するということを議論してきており、展示には

「平和の礎」の理念を基本として据えるべきであるという方向性になっ

ている。

・亡くなった人たちの未来がなくなってしまったことを想像すると同時に、

その人たちがどのように生きていたのかも想像できるような展示で自

分ごと化を図るというのが大きなテーマになる。

・沖縄戦に限らず戦後を生きてきた人たちの多様な生き方、平和構築に向

けた苦労について考え、自分ごと化するような展示も必要になる。

・議論になっている内容をすべて展示するにはスペースが不足しているた

め、展示替えがしやすい展示、それを支える学芸員の充実に係る議論も

行っている。

④ 八重山平和祈念館部会

・戦時中に多くの住民がマラリアにかかって亡くなった原因を解明するた

めの展示構成を検討している。

・新しい展示ではマラリア、あるいは戦争マラリアが何なのかという展示

を入口に新設することにしている。

・また、石垣島を含めた離島での戦争体験、そこでの悲劇を伝える展示を

新たに付け加える。

・今後は限られたスペースの中で、資料等の優先順位をどのようにつけて

いくかが大きな課題になると考えている。

(2) 各部会と確認を要する事項等

ア 事務局が資料２の説明を行った。

・部会間で確認・調整が必要な事項

・基本計画（素案）に対するご意見について

イ 委員から次のような発言があり、事務局から回答を行った。

①導入における「平和の礎」の扱いについて

・第１展示室の「導入の導入」と１階の展示については、ある程度展示内

容ができた段階で調整すればいいのではないか。

②第１展示室、第５展示室の「導入」について

・「なぜ沖縄に基地が多いのか」という問いかけは、ぜひ第１展示室で提示

したい。来館者からみると２階は５室全体でひとつの展示と捉えるので、

一番最初にあった方がいいだろう。

・この基地についての問いかけに呼応する具体的な展示は第１展示室では

提示しないので、第５展示室でお願いしたい。



・「展示むすびの言葉」を第５展示室でどう生かすかということも考えて

いかなければいけない。

③「平和の礎」刻銘者データを活用した展示について

・２階では、どういう人がどれくらい犠牲になったかを伝えたいと考えて

いる。１階での展示の目的は異なると思うので、後で調整することにし

てもよいのではないか。

④第５展示室「現在の戦争と紛争」、「世界情勢」の展示について

・現在の戦争と紛争と世界情勢を展示に盛り込まないことになった理由を

知りたい。

→スペースに限りがあり、新しくコーナーを設けることが難しいという

のが現状。ただし、第５室の終わり方の具体的な議論が進んでいない

ため、最終的な整理をするときに議論していきたいと考えている。

令和８年４月 14日

知事公室 平和祈念資料館



【資料１】

沖縄県平和祈念資料館展示更新基本設計
第７回監修委員会資料

本資料には、第三者の著作物が含まれていることがあります。検討の過程における利
用に供することを目的とし、かつ、本件のご担当者の内部利用である場合には、本資
料を利用することができますが、本資料について当該目的以外の利用その他開示・配
布等を行うことのないよう、十分にご注意ください。著作権法に抵触することがあり
ます。最終的に、内部利用以外で当該著作物を利用される場合には、必要に応じて著
作権者の許諾又は裁定を受けて頂きますよう、よろしくお願いいたします。

2025年12月16日

各部会中間報告

（展示項目リスト、展示構成図、ゾーニングプラン）



１－１．《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略
１．導入展示 １ 沖縄戦前夜の風景と人々の暮らし（1944年） ⓪導入の導入―6月23日の平和の礎の風景

①沖縄の農村に住む、ある家族を紹介する。
②戦時体制や近づく沖縄戦による影響は、家族の生活にも及んだ。
③「糸満売り」された少年、「辻売り」された少女、ハンセン病者な
ど、家族に包摂されない人々を含む。

２．沖縄戦への道 １ 琉球併合から同化政策へ ①1609年の薩摩藩による琉球侵攻、日清両属関係の琉球王国の様子
②台湾出兵（「台湾遭害事件之墓」、牡丹社事件）
③琉球併合（琉球王国から沖縄県へ）
④日本の分島・増約案、日清戦争を経て国境画定
⑤旧慣温存策、同化政策
⑥教育勅語、御真影
⑦標準語教育

２ 日清戦争・日露戦争・第一次世界大戦 ①日清戦争
②日露戦争
③韓国併合
④第一次世界大戦
⑤シベリア出兵
⑥徴兵制度・徴兵検査
⑦第一次大戦後の戦後恐慌
⑧ソテツ地獄
⑨沖縄の経済、社会状況（サトウキビ生産など）

３ 近代の沖縄と軍隊 ①軍人勅諭
②分遣隊派遣
③陸軍教導団
④沖縄からの徴兵（九州の部隊への入隊）
⑤戦争への従軍（日露戦争、第一次世界大戦・日中戦争）
⑥戦死者の慰霊・顕彰
⑦海軍施設（中城湾）
⑧臨時要塞（中城湾と船浮）
⑨軍艦の寄港と県民の歓迎
⑩日本軍の沖縄県民観（沖縄警備隊区徴募事務概況、沖縄県の歴史的
関係及人情風俗、沖縄防備対策）

４ 同化と異化のはざまで、沖縄の人々の模索 ①人頭税廃止運動
②自由民権運動（謝花昇）
③人類館事件
④伊波普猷（郷土研究、沖縄学）
⑤太田朝敷
⑥本土の社会運動への参加（労働組合）
⑦教員運動（社会科学研究会、東京と沖縄）
⑧沖縄教育労働者組合OIL、八重山教育労働者組合
⑨風俗改良、良妻賢母
⑩「新しい女たち」（新しい生き方を模索する女性たち）
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１－１．《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略
５ 移民と出稼ぎ ①移民の始まりと展開

②當山久三
③移民（南米・北米・ハワイ）
④台湾
⑤南洋群島
⑥東南アジア（フィリピンなど）
⑦本土出稼ぎ・留学（県人会/関西と東京）
⑧徴兵忌避と移民（本部事件）
⑨国策移民（満州、満蒙開拓団）
⑩三竃島（サンソウトウ）

６ 沖縄からの移民と戦争 ①南洋群島（サイパン、テニアンなど）
②移民と現地住民の犠牲
③サイパン陥落後の軍の対民間人対策
④フィリピン（ダバオ、パナイなど）
⑤東南アジア（インド抑留、オーストラリア抑留）
⑥北米（日系人強制収容）
⑦南米（ブラジル、勝ち組と負け組）

７ 皇民化政策、沖縄と植民地・占領地 ＜沖縄での皇民化政策＞
①御真影
②教育勅語
③奉安殿
④学校防空指針（御真影・教育勅語）奉護のための殉職者
⑤国定教科書（「国語」「修身」など）
⑥標準語励行、方言札
⑦改姓改名
⑧神社、鳥居

＜植民地・南洋群島・占領地での皇民化政策＞
⑨神社の建立
⑩創氏改名
⑪皇国臣民の誓詞（宮城遥拝）
⑫植民地での日本語教育
⑬占領地での日本語教育

８ 十五年戦争と南進政策 ①満州事変からの十五年戦争
②日中全面戦争
③銃後の戦争体制（千人針、奉公袋、出征）
④従軍した沖縄出身兵
⑤沖縄防備対策
⑥南進政策（南方の重要資源）
⑦第二次世界大戦
⑧アジア太平洋戦争（マレー半島上陸と真珠湾攻撃）
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１－１．《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略
９ 第32軍の沖縄配備と飛行場建設 ①第32軍創設と配備・構成

②飛行場建設（北飛行場・中飛行場、伊江島など）
③住民の動員
④地上軍の増強配備（1944年7月から）
⑤日本軍慰安所の設置
⑥将兵による非行と住民の反応
⑦陣地の構築

10 総動員体制 ＜総動員体制＞
日本全体の総動員体制と沖縄の総動員体制
①徴用（勤労動員）
②供出（金属、食糧、木材など）
③徴用・供出の仕組み（軍・県・市町村・字）
④軍事訓練、竹槍訓練
⑤出征歓送式、慰問袋、千人針、帰還歓迎会、遺骨帰還・町村葬
⑥配給制度
⑦国防献金
⑧マスメディア
⑨軽便鉄道爆発事件
⑩住民の生活、暮らしの変化

11 子どもたちの戦時体制 ①軍による学校接収、青空教室
②勤労動員、陣地構築、食糧増産
③小学生（国民学校児童）の日常の変化
④竹槍訓練、沖縄青少年団訓練
⑤競技の変化（戦場競技へ）
⑥子どもたちの遊びの変化

12 疎開 ①疎開政策（立案の経緯、疎開の考え方）
②軍の方針
③県の方針・関わり（知事と軍の対立、知事交代による変化）
④県外疎開（九州、台湾）
⑤学童疎開（対馬丸など）
⑥北部（やんばる）疎開（県の方針、受け入れ体制、避難民の取扱、
食糧難）
⑦宮古・八重山の県外疎開（台湾疎開、郡内の別の島への強制疎開、
島内強制疎開）
⑧疎開と飢餓・マラリア（特に北部疎開、宮古・八重山）
⑨疎開先での生活（九州、台湾）

13 防諜とスパイ取締り ①社会運動の取締り
②個人の言動の取締り、監視
③防諜
④住民の相互監視、密告
⑤国士隊（秘密戦に関する書類）
⑥移民帰りの監視
⑦沖縄語禁止
⑧久米島の日本軍と住民
⑨日本軍による防諜取締り
⑩警察文書
⑪軍機保護法、特高、国防保安法
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１－１．《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略
15 戦時船舶の犠牲 ①沖縄関係戦時遭難船舶一覧

②対馬丸、嘉義丸、湖南丸など
③連絡船、漁船など小型艦船の犠牲

16 米軍上陸前夜の沖縄、県民の戦場動員 ①軍官一体の県民の戦場動員体制
②知事諭告第2号
③根こそぎ動員
④防衛隊
⑤義勇隊
⑥伊江島の軍官民合同訓練
⑦遊撃隊（護郷隊）
⑧女性たちの動員、救護班、炊事班等
⑨国民抗戦必携

17 学徒の動員 ①勤労動員
②軍事訓練、竹槍訓練
③中学生、高等女学校生らの戦場動員（軍県3者覚書）
④戦場動員と女性差別
⑤学校ごとの動員状況と教師の対応
⑥遊撃隊（護郷隊）への学徒の動員

18 日本軍の作戦と米軍の作戦 ＜日本軍の作戦＞
①日本軍の装備と作戦
②戦陣訓、各種教令
③近衛上奏文
④大本営の方針
⑤第32軍の方針（作戦計画、時間稼ぎ、南部撤退など）
⑥住民対策
⑦捕虜・投降禁止（民間人も対象）
⑧戦闘方法（斬り込み隊など）
⑨国土決戦教令
⑩第32軍司令官最後の命令
⑪航空特攻
⑫海上特攻
⑬地上特攻
＜米軍の作戦＞
⑭アイスバーグ作戦（沖縄作戦の目的）
⑮米軍の戦力・部隊
⑯心理戦
⑰住民対策
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１－２． 《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）
１．導入展示 左同 １ 沖縄戦前夜の風景と

人々の暮らし（1944年）
左同 ①沖縄の農村に住む、ある家族を紹介する。

②戦時体制や近づく沖縄戦による影響は、家族の生活にも及んだ。
③「糸満売り」された少年、「辻売り」された少女、ハンセン病者
など、家族に包摂されない人々を含む。

⓪導入の導入―6月23日の平和の礎の風景
①沖縄の農村に住む、ある家族を紹介する。
②戦時体制や近づく沖縄戦による影響は、家族
の生活にも及んだ。
③「糸満売り」された少年、「辻売り」された
少女、ハンセン病者など、家族に包摂されない
人々を含む。

２．沖縄戦への道 左同 １ 日本による琉球併合
から同化政策へ

琉球併合から同化政策へ ①1609年の薩摩藩による琉球侵攻、日清両属関係の琉球王国の様子
②台湾出兵（「台湾遭害事件之墓」、牡丹社事件）
③琉球併合（琉球王国から沖縄県へ）
④日本の分島・増約案、日清戦争を経て国境画定
⑤旧慣温存策、同化政策
⑥教育勅語、御真影
⑦標準語教育

左同

２ 日清戦争・日露戦
争・第一次世界大戦

左同 ①日清戦争
②日露戦争
③韓国併合
④第一次世界大戦
⑤シベリア出兵
⑥徴兵制度・徴兵検査
⑦第一次大戦後の戦後恐慌
⑧ソテツ地獄
⑨沖縄の経済、社会状況（サトウキビ生産など）

左同

３ 十五年戦争と南進政
策

３ 近代の沖縄と軍隊 ①満州事変からの十五年戦争
②日中全面戦争
③銃後の戦争体制（千人針、奉公袋、出征）
④従軍した沖縄出身兵
⑤沖縄防備対策
⑥南進政策（南方の重要資源）
⑦第二次世界大戦
⑧アジア太平洋戦争（マレー半島上陸と真珠湾攻撃）

①軍人勅諭
②分遣隊派遣
③陸軍教導団
④沖縄からの徴兵（九州の部隊への入隊）
⑤戦争への従軍（日露戦争、第一次世界大戦・
日中戦争）
⑥戦死者の慰霊・顕彰
⑦海軍施設（中城湾）
⑧臨時要塞（中城湾と船浮）
⑨軍艦の寄港と県民の歓迎
⑩日本軍の沖縄県民観（沖縄警備隊区徴募事務
概況、沖縄県の歴史的関係及人情風俗、沖縄防
備対策）

４ 近代の沖縄と軍隊 ４ 同化と異化のはざまで、
沖縄の人々の模索

①軍人勅諭
②分遣隊派遣
③陸軍教導団
④沖縄からの徴兵（九州の部隊への入隊）
⑤戦争への従軍（日露戦争、第一次世界大戦・日中戦争）
⑥戦死者の慰霊・顕彰
⑦海軍施設（中城湾）
⑧臨時要塞（中城湾と船浮）
⑨軍艦の寄港と県民の歓迎
⑩日本軍の沖縄県民観（沖縄警備隊区徴募事務概況、沖縄県の歴史
的関係及人情風俗、沖縄防備対策）

①人頭税廃止運動
②自由民権運動（謝花昇）
③人類館事件
④伊波普猷（郷土研究、沖縄学）
⑤太田朝敷
⑥本土の社会運動への参加（労働組合）
⑦教員運動（社会科学研究会、東京と沖縄）
⑧沖縄教育労働者組合OIL、八重山教育労働者組
合
⑨風俗改良、良妻賢母
⑩「新しい女たち」（新しい生き方を模索する
女性たち）
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１－２． 《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）
５ 移民と出稼ぎ 左同 ①移民の始まりと展開

②當山久三
③移民（南米・北米・ハワイ）
④台湾
⑤南洋群島
⑥東南アジア（フィリピンなど）
⑦本土出稼ぎ・留学（県人会/関西と東京）
⑧徴兵忌避と移民（本部事件）
⑨国策移民（満州、満蒙開拓団）
⑩三竃島（サンソウトウ）

左同

６ 同化と異化のはざま
で、沖縄の人々の模索

６ 沖縄からの移民と戦争 ①人頭税廃止運動
②自由民権運動（謝花昇）
③人類館事件
④伊波普猷（郷土研究、沖縄学）
⑤太田朝敷
⑥本土の社会運動への参加（労働組合）
⑦教員運動（社会科学研究会、東京と沖縄）
⑧沖縄教育労働者組合OIL、八重山教育労働者組合
⑨風俗改良、良妻賢母
⑩「新しい女たち」（新しい生き方を模索する女性たち）

①南洋群島（サイパン、テニアンなど）
②移民と現地住民の犠牲
③サイパン陥落後の軍の対民間人対策
④フィリピン（ダバオ、パナイなど）
⑤東南アジア（インド抑留、オーストラリア抑
留）
⑥北米（日系人強制収容）
⑦南米（ブラジル、勝ち組と負け組）

７ 皇民化政策、沖縄と
植民地・占領地

左同 ＜沖縄での皇民化政策＞
①御真影
②教育勅語
③奉安殿
④学校防空指針（御真影・教育勅語）奉護のための殉職者
⑤国定教科書（「国語」「修身」など）
⑥標準語励行、方言札
⑦改姓改名
⑧神社、鳥居

＜植民地・南洋群島・占領地での皇民化政策＞
⑨神社の建立
⑩創氏改名
⑪皇国臣民の誓詞（宮城遥拝）
⑫植民地での日本語教育
⑬占領地での日本語教育

左同

８ 沖縄からの移民と戦
争

８ 十五年戦争と南進政策 ①南洋群島（サイパン、テニアンなど）
②移民と現地住民の犠牲
③サイパン陥落後の軍の対民間人対策
④フィリピン（ダバオ、パナイなど）
⑤東南アジア（インド抑留、オーストラリア抑留）
⑥北米（日系人強制収容）
⑦南米（ブラジル、勝ち組と負け組）

①満州事変からの十五年戦争
②日中全面戦争
③銃後の戦争体制（千人針、奉公袋、出征）
④従軍した沖縄出身兵
⑤沖縄防備対策
⑥南進政策（南方の重要資源）
⑦第二次世界大戦
⑧アジア太平洋戦争（マレー半島上陸と真珠湾
攻撃）

９ 第32軍の沖縄配備と
飛行場建設

左同 ①第32軍創設と配備・構成
②飛行場建設（北飛行場、中飛行場、伊江島など）
③住民の動員
④地上軍の増強配備（1944年7月から）
⑤日本軍慰安所の設置
⑥将兵による非行と住民の反応
⑦陣地の構築

左同
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１－２． 《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）
左同 10 総動員体制 左同 ＜総動員体制＞

日本全体の総動員体制と沖縄の総動員体制
①徴用（勤労動員）
②供出（金属、食糧、木材など）
③徴用・供出の仕組み（軍・県・市町村・字）
④軍事訓練、竹槍訓練
⑤出征歓送式、慰問袋、千人針、帰還歓迎会、遺骨帰還・町村葬
⑥配給制度
⑦国防献金
⑧マスメディア
⑨軽便鉄道爆発事件
⑩住民の生活、暮らしの変化

左同

11 子どもたちの戦時体
制

左同 ①軍による学校接収、青空教室
②勤労動員、陣地構築、食糧増産
③小学生（国民学校児童）の日常の変化
④竹槍訓練、沖縄青少年団訓練
⑤競技の変化（戦場競技へ）
⑥子どもたちの遊びの変化

左同

12 疎開 左同 ①疎開政策（立案の経緯、疎開の考え方）
②軍の方針
③県の方針・関わり（知事と軍の対立、知事交代による変化）
④県外疎開（九州、台湾）
⑤学童疎開（対馬丸など）
⑥北部（やんばる）疎開（県の方針、受け入れ体制、避難民の取扱、
食糧難）
⑦宮古・八重山の県外疎開（台湾疎開、郡内の別の島への強制疎開、
島内強制疎開）
⑧疎開と飢餓・マラリア（特に北部疎開、宮古・八重山）
⑨疎開先での生活（九州、台湾）

左同

13 防諜とスパイ取締り 左同 ①社会運動の取締り
②個人の言動の取締り、監視
③防諜
④住民の相互監視、密告
⑤国士隊（秘密戦に関する書類）
⑥移民帰りの監視
⑦沖縄語禁止
⑧久米島の日本軍と住民
⑨日本軍による防諜取締り
⑩警察文書
⑪軍機保護法、特高、国防保安法

左同

14 10・10空襲 左同 ①10・10空襲の経過
②米軍の作戦目的・計画
③空襲被害（那覇、各地、船舶）
④宮古・八重山諸島への空襲（10.12-13も含め）
⑤日本政府による抗議、米国政府の対応

左同

15 戦時船舶の犠牲 左同 ①沖縄関係戦時遭難船舶一覧
②対馬丸、嘉義丸、湖南丸など
③連絡船、漁船など小型艦船の犠牲

左同
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１－２． 《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）

左同 16 米軍上陸前夜の沖縄、
県民の戦場動員

左同 ①軍官一体の県民の戦場動員体制
②知事諭告第2号
③根こそぎ動員
④防衛隊
⑤義勇隊
⑥伊江島の軍官民合同訓練
⑦遊撃隊（護郷隊）
⑧女性たちの動員、救護班、炊事班等
⑨国民抗戦必携

左同

17 学徒の動員 左同 ①勤労動員
②軍事訓練、竹槍訓練
③中学生、高等女学校生らの戦場動員（軍県3者覚書）
④戦場動員と女性差別
⑤学校ごとの動員状況と教師の対応
⑥遊撃隊（護郷隊）への学徒の動員

左同

18 日本軍の作戦と米軍
の作戦

左同 ＜日本軍の作戦＞
①日本軍の装備と作戦
②戦陣訓、各種教令
③近衛上奏文
④大本営の方針
⑤第32軍の方針（作戦計画、時間稼ぎ、南部撤退など）
⑥住民対策
⑦捕虜・投降禁止（民間人も対象）
⑧戦闘方法（斬り込み隊など）
⑨国土決戦教令
⑩第32軍司令官最後の命令
⑪航空特攻
⑫海上特攻
⑬地上特攻
＜米軍の作戦＞
⑭アイスバーグ作戦（沖縄作戦の目的）
⑮米軍の戦力・部隊
⑯心理戦
⑰住民対策

左同
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１－３． 《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 展示構成図

２．沖縄戦への道

１．導入展示

0
導入の導入

1
民家

2
海と漁船

3
学校

4
那覇の都市

5
農村

6
当時の風景

都市の
構造

農村の
構造

0
問いかけ
展示

1
琉球併合から
同化政策へ

3
近代の沖縄と

軍隊

8
十五年戦争と
南進政策

2
日清戦争・
日露戦争・

第一次世界大戦

4
同化と異化の
はざまで、

沖縄の人々の模索

5
移民と出稼ぎ

7
皇民化政策
沖縄と植民地

占領地

10
総動員体制

9
第32軍の配備と
飛行場建設

6
沖縄からの
移民と戦争

12
疎開

11
子どもたちの
戦時体制

13
防諜と

スパイ取締り

16
米軍上陸前夜の沖縄、

県民の戦場動員

15
戦時船舶の

犠牲

14
10・10空襲

18
日本軍の作戦と
米軍の作戦

17
学徒の動員
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１－４． 《戦前・戦中時代部会》 第１展示室 ゾーニングプラン 10



１－５． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略（基本計画）
１．鉄の暴風シアター １ 鉄の暴風 ＜大型スクリーンモニター＞

①沖縄戦の戦闘経過
②住民の戦争体験

２．住民犠牲の諸相 １ 根こそぎ戦場動員 ①戦場での物資運搬、道案内、斬り込み
②捕虜になることを許さない
③投降阻止、スパイ視
④米軍上陸下、砲爆撃の中での動員
⑤市町村長・警察署長会議（県指示、知事訓示）
⑥知事から県民への最後の訓示
⑦海軍根拠地隊
⑧沖縄出身兵

２ 北部疎開によって生まれた犠牲 ①北部疎開方針（棄民政策）
②投降阻止、スパイ視
③警察の役割（県警察文書）
④やんばる山中の避難民の実相（食糧、住居、日々の生活）
⑤日本兵による迫害（食糧強奪、虐殺）

３ 収容所/収容地区 ①米軍政策
②食糧難（飢えとマラリア）
③米軍基地建設と住民移動（軍事優先、劣悪な収容地区）
④収容所内の避難民と日本軍
⑤学校の開設
⑥戦争孤児、孤児院

４ 戦争マラリア ①沖縄本島北部のマラリア
②宮古島のマラリア
③八重山諸島の戦争マラリアと残置諜者

５ 日本軍による住民虐殺・迫害 ①住民虐殺の実相
②なぜ日本軍は沖縄県民を虐殺したのか（地域・時期別特徴、その要
因）
③スパイ視
④壕（ガマ）追い出し、食糧強奪
⑤民間人の投降阻止

６ 「集団自決」「強制集団死」 ①「集団自決」とは何か
②場所・地域ごとの特徴
③なぜ起きたのか
④日本政府・日本軍の民間人対策
⑤軍から配られた手榴弾
⑥鬼畜米英、米兵への恐怖心を煽る宣伝
⑦性暴力への恐怖心を煽る宣伝
⑧起きなかった場所・地域との比較

７ 軍隊による性暴力 ①日本軍慰安所
②日本兵による性暴力
③米兵による性暴力

８ 障がい者 ①身体障がい者の体験
②精神障がい者の体験
③戦争がつくりだした障がい者
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１－５． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略（基本計画）
９ ハンセン病者 ①ハンセン病者の状況

②日本軍による強制収容
③愛楽園
④南静園

10 心の傷 ①戦闘神経症
②戦後も続く心の傷・PTSD

11 朝鮮人の動員と犠牲 ①沖縄に動員された朝鮮人
②軍夫
③軍人
④船舶の乗組員
⑤日本軍「慰安婦」
⑥日本軍による扱い
⑦戦没時期、場所

12 日本軍兵士にとっての沖縄戦 ①全国各地から召集されてきた日本兵
②日本軍の戦闘方法
③捕虜になることは許されない
④傷病兵殺害、青酸カリ処置
⑤国土決戦教令、戦陣訓

13 米軍兵士にとっての沖縄戦 ①米軍の戦闘方法
②米軍部隊の戦歴
③米兵と住民
④米兵の戦闘神経症・PTSD
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１－５． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略（基本計画）
３．地域ごとの沖縄戦 １ 北部の沖縄戦 ①山中の戦争

②国頭支隊（宇土部隊）
③日本兵による住民虐殺、食糧強奪
④飢餓・マラリア
⑤御真影奉護壕
⑥遊撃戦（護郷隊）
⑦陸軍中野学校
⑧伊江島の戦闘

２ 中部の沖縄戦 ①北部疎開と南部への避難
②早期に米軍支配下に入った地域
③日米両軍の激戦地
④米軍上陸地点
⑤進む米軍基地建設

３ 南部の沖縄戦 ①戦場での住民動員
②南部撤退と多大な住民犠牲
③軍民混在の戦場
④日本軍の行動（住民虐殺、壕追い出し、食糧強奪、投降阻止など）
⑤知念半島の状況
⑥一家全滅

４ 本島周辺離島及び大東諸島の沖縄戦 ①日本軍がいた島（慶良間諸島、久米島、津堅島など）
②日本軍がいなかった島（前島、平安座島、宮城島、久高島など）
③大東諸島
④奄美群島

５ 宮古・八重山の沖縄戦 ①戦争マラリアと飢餓
②軍命によるマラリア地帯への強制退去
③日本軍慰安所
④米英両軍による砲爆撃
⑤米軍捕虜虐殺と戦犯裁判
⑥陸軍中野学校と離島残置諜者
⑦波照間島、忘勿石

６ 命を救った人たち ①多くの命を救った人たち
②生きるように勧めた日本軍将兵
③米軍のなかの日系兵士（通訳、沖縄からの移民）

７ 沖縄戦を生き抜いた人たち ①いく人かの人物を取り上げて、沖縄戦全過程のなかでの行動を紹介
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１－６． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）
１．鉄の暴風シアター 左同 １ 鉄の暴風 左同 ＜大型スクリーンモニター＞

①沖縄戦の戦闘経過
②住民の戦争体験

左同

２．住民犠牲の諸相 左同 １ 根こそぎ戦場動員 左同 ①戦場での物資運搬、道案内、斬り込み
②捕虜になることを許さない
③投降阻止、スパイ視
④米軍上陸下、砲爆撃の中での動員
⑤市町村長・警察署長会議（県指示、知事訓
示）
⑥知事から県民への最後の訓示
⑦海軍根拠地隊
⑧沖縄出身兵

左同

２ 日本軍による住民
虐殺・迫害

２ 北部疎開によって生まれた犠牲 ①住民虐殺の実相
②なぜ日本軍は沖縄県民を虐殺したのか（地
域・時期別特徴、その要因）
③スパイ視
④壕（ガマ）追い出し、食糧強奪
⑤民間人の投降阻止

①北部疎開方針（棄民政策）
②投降阻止、スパイ視
③警察の役割（県警察文書）
④やんばる山中の避難民の実相（食糧、住居、
日々の生活）
⑤日本兵による迫害（食糧強奪、虐殺）

３ 北部疎開によって
生まれた犠牲

３ 収容所/収容地区 ①北部疎開方針（棄民政策）
②投降阻止、スパイ視
③警察の役割（県警察文書）
④やんばる山中の避難民の実相（食糧、住居、
日々の生活）
⑤日本兵による迫害（食糧強奪、虐殺）

①米軍政策
②食糧難（飢えとマラリア）
③米軍基地建設と住民移動（軍事優先、劣悪な
収容地区）
④収容所内の避難民と日本軍
⑤学校の開設
⑥戦争孤児、孤児院

４ 収容所/収容地区 ４ 戦争マラリア ①米軍政策
②食糧難（飢えとマラリア）
③米軍基地建設と住民移動（軍事優先、劣悪な
収容地区）
④収容所内の避難民と日本軍
⑤学校の開設
⑥戦争孤児、孤児院

①沖縄本島北部のマラリア
②宮古島のマラリア
③八重山諸島の戦争マラリアと残置諜者

５ 戦争マラリア ５ 日本軍による住民虐殺・迫害 ①沖縄本島北部のマラリア
②宮古島のマラリア
③八重山諸島の戦争マラリアと残置諜者

①住民虐殺の実相
②なぜ日本軍は沖縄県民を虐殺したのか（地
域・時期別特徴、その要因）
③スパイ視
④壕（ガマ）追い出し、食糧強奪
⑤民間人の投降阻止

６ 「集団自決」「強
制集団死」

左同 ①「集団自決」とは何か
②場所・地域ごとの特徴
③なぜ起きたのか
④日本政府・日本軍の民間人対策
⑤軍から配られた手榴弾
⑥鬼畜米英、米兵への恐怖心を煽る宣伝
⑦性暴力への恐怖心を煽る宣伝
⑧起きなかった場所・地域との比較

左同

７ 障がい者 ７ 軍隊による性暴力 ①身体障がい者の体験
②精神障がい者の体験
③戦争がつくりだした障がい者

①日本軍慰安所
②日本兵による性暴力
③米兵による性暴力

８ ハンセン病者 ８ 障がい者 ①ハンセン病者の状況
②日本軍による強制収容
③愛楽園
④南静園

①身体障がい者の体験
②精神障がい者の体験
③戦争がつくりだした障がい者
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１－６． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）
９ 軍隊による性暴力 ９ ハンセン病者 ①日本軍慰安所

②日本兵による性暴力
③米兵による性暴力

①ハンセン病者の状況
②日本軍による強制収容
③愛楽園
④南静園

10 心の傷 左同 ①戦闘神経症
②戦後も続く心の傷・PTSD

左同

11 朝鮮人の動員と犠
牲

左同 ①沖縄に動員された朝鮮人
②軍夫
③軍人
④船舶の乗組員
⑤日本軍「慰安婦」
⑥日本軍による扱い
⑦戦没時期、場所

左同

12 日本軍兵士にとっ
ての沖縄戦

左同 ①全国各地から召集されてきた日本兵
②日本軍の戦闘方法
③捕虜になることは許されない
④傷病兵殺害、青酸カリ処置
⑤国土決戦教令、戦陣訓

左同

13 米軍兵士にとって
の沖縄戦

左同 ①米軍の戦闘方法
②米軍部隊の戦歴
③米兵と住民
④米兵の戦闘神経症・PTSD

左同

３．地域ごとの沖縄戦 左同 １ 北部の沖縄戦 左同 ①山中の戦争
②国頭支隊（宇土部隊）
③日本兵による住民虐殺、食糧強奪
④飢餓・マラリア
⑤御真影奉護壕
⑥遊撃戦（護郷隊）
⑦陸軍中野学校
⑧伊江島の戦闘

左同

２ 中部の沖縄戦 左同 ①北部疎開と南部への避難
②早期に米軍支配下に入った地域
③日米両軍の激戦地
④米軍上陸地点
⑤進む米軍基地建設

左同

３ 南部の沖縄戦 左同 ①戦場での住民動員
②南部撤退と多大な住民犠牲
③軍民混在の戦場
④日本軍の行動（住民虐殺、壕追い出し、食糧
強奪、投降阻止など）
⑤知念半島の状況
⑥一家全滅

左同

４ 本島周辺離島及び
大東諸島の沖縄戦

左同 ①日本軍がいた島（慶良間諸島、久米島、津堅
島など）
②日本軍がいなかった島（前島、平安座島、宮
城島、久高島など）
③大東諸島
④奄美群島

左同
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１－６． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）
５ 宮古・八重山の沖
縄戦

左同 ①戦争マラリアと飢餓
②軍命によるマラリア地帯への強制退去
③日本軍慰安所
④米英両軍による砲爆撃
⑤米軍捕虜虐殺と戦犯裁判
⑥陸軍中野学校と離島残置諜者
⑦波照間島、忘勿石

左同

６ 命を救った人たち 左同 ①多くの命を救った人たち
②生きるように勧めた日本軍将兵
③米軍のなかの日系兵士（通訳、沖縄からの移
民）

左同

７ 沖縄戦を生き抜い
た人たち

左同 ①いく人かの人物を取り上げて、沖縄戦全過程
のなかでの行動を紹介

左同

８ ガマと沖縄戦 第３室へ移動 ①ガマと住民
②生死をわけたガマ（チビチリガマとシムクガ
マ等）
③糸数アブチラガマの諸相
④利用された墓（住民の避難場所、日本軍の陣
地）

第３室へ移動
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１－７． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 展示構成図

2.住民犠牲の諸相
〇ピンク文字 大きなスペースが必要と思われる項目
〇緑色文字 縮小できるかもしれない項目＝ <2,3,4>で2つ分 ＜8,9＞で1つ分
〇黒文字 中程度のスペースを要すると思われる項目

1.鉄の暴風シアター 2.住民犠牲の諸相

3.地域ごとの沖縄戦

1.シアター 1.根こそぎ
戦場動員

5.日本軍による
住民虐殺・迫害

2.北部疎開
    によって
生まれた犠牲

3.収容所/
収容地区

4
戦争マラリア

6.「集団自決」
「強制集団死」

8
障がい者

9
ハンセン病者

7.軍隊による
性暴力

10
心の傷

11.朝鮮人の
動員と犠牲

12.日本軍兵士に
とっての沖縄戦

13.米軍兵士に
とっての沖縄戦

1.北部の沖縄戦 2.中部の沖縄戦 3.南部の沖縄戦 4.本島周辺離島及び
大東諸島の沖縄戦

5.宮古・八重山の
沖縄戦

6.命を救った人たち 7.沖縄戦を
生き抜いた人たち
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１－８． 《戦前・戦中時代部会》 第２展示室 ゾーニングプラン

乃村作成中
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１－９． 《戦前・戦中時代部会》 第３展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略（基本計画）

１．地獄の戦場 １ ガマと沖縄戦 ①ガマと住民
②生死をわけたガマ（チビチリガマとシムクガマ等）
③糸数アブチラガマの諸相
④利用された墓（住民の避難場所、日本軍の陣地）

２ 避難民・日本兵 ①現行のガマの再現模型に説明を追加

３ 投降ビラ・スパイ視

４ 野戦病院・青酸カリ

５ 作戦会議・斬り込み隊

６ 死の彷徨 ①現行の展示物、写真を活用

２．沖縄戦とはなんだったのか １ 「平和の礎」から見た戦没者 ①「平和の礎」のデータの活用、分析（戦没場所、時期等）

２ 沖縄の基地からの本土攻撃 ①米軍飛行場の建設
②航空部隊の配備・任務
③奄美、九州などへの爆撃
④空襲にあった疎開学童

３ もし本土決戦が行われていたら ①米軍の本土進攻作戦計画
②大本営の本土決戦準備
③国民義勇戦闘隊
④地区特設警備隊

４ 戦後処理と諸問題 ①遺骨収集
②追悼、慰霊碑（塔）
③援護法
④不発弾
⑤戦争遺跡の保存、文化財登録
⑥教科書検定問題
⑦平和の礎

５ 沖縄戦のまとめ ①住民の視点で見た沖縄戦の振り返り
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１－１０． 《戦前・戦中時代部会》 第３展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）

１．地獄の戦場 左同 １ ガマと沖縄戦 ①ガマと住民
②生死をわけたガマ（チビチリガマとシムクガマ
等）
③糸数アブチラガマの諸相
④利用された墓（住民の避難場所、日本軍の陣
地）

１ 避難民・日本兵 ２ 避難民・日本兵 ①現行のガマの再現模型に説明を追加 左同

２ 投降ビラ・スパイ視 ３ 投降ビラ・スパイ視

３ 野戦病院・青酸カリ ４ 野戦病院・青酸カリ

４ 作戦会議・斬り込み
隊

５ 作戦会議・斬り込み隊

５ 死の彷徨 ６ 死の彷徨 ①現行の展示物、写真を活用 左同

２．沖縄戦とはなん
だったのか

左同 １ 沖縄の基地からの本
土攻撃

１ 「平和の礎」から見た戦没者 ①米軍飛行場の建設
②航空部隊の配備・任務
③奄美、九州などへの爆撃
④空襲にあった疎開学童

①「平和の礎」のデータの活用、分析（戦没場所、
時期等）

２ もし本土決戦がおこ
なわれていたら

２ 沖縄の基地からの本土攻撃 ①米軍の本土進攻作戦計画
②大本営の本土決戦準備
③国民義勇戦闘隊
④地区特設警備隊

①米軍飛行場の建設
②航空部隊の配備・任務
③奄美、九州などへの爆撃
④空襲にあった疎開学童

３ 「平和の礎」から見
た戦没者

３ もし本土決戦が行われていたら ①「平和の礎」のデータの活用、分析（戦没場所、
時期等）

①米軍の本土進攻作戦計画
②大本営の本土決戦準備
③国民義勇戦闘隊
④地区特設警備隊

４ 戦後処理と諸問題 左同 ①遺骨収集
②追悼、慰霊碑（塔）
③援護法
④不発弾
⑤戦争遺跡の保存、文化財登録
⑥教科書検定問題
⑦平和の礎

左同

５ 沖縄戦のまとめ 左同 ①住民の視点で見た沖縄戦の振り返り 左同
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１－１１． 《戦前・戦中時代部会》 第３展示室 展示構成図

２
避難民・日本兵

４
野戦病院

・
青酸カリ

５
作戦会議

・
斬り込み隊

３
投降ビラ・スパイ視

1
「平和の礎」から

見た戦没者

６
死の彷徨

5
沖縄戦のまとめ

2
沖縄の基地からの

本土攻撃

ガマ

4
戦後処理と
諸問題

3
もし本土決戦が
行われていたら

1.地獄の戦場

２.沖縄戦とは何だったのか

１
ガマと沖縄戦
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１－１２． 《戦前・戦中時代部会》 第３展示室 ゾーニングプラン 22



１－１３． 《戦前・戦中時代部会》 第４展示室 展示項目リスト

大項目 中項目（基本計画） 展示内容の概略（基本計画）

１．住民の見た沖縄戦 １ 証言 ①証言本（紙媒体）
②証言本（デジタル媒体）
③証言映像（常時放映等）
④多言語化の充実
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１－１４． 《戦前・戦中時代部会》 第４展示室 展示項目リスト（基本計画との比較）

大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）

１．住民の見た沖縄戦 左同 １ 証言 左同 ①証言本（紙媒体）
②証言本（デジタル媒体）
③証言映像（常時放映等）
④多言語化の充実

左同
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１－１５． 《戦前・戦中時代部会》 第４展示室 展示構成図

証言本

証言本（デジタル媒体）

証言映像
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１－１６． 《戦前・戦中時代部会》 第４展示室 ゾーニングプラン 26



大項目 中項目 展示内容の概略

１.導入展示 1.沖縄戦時下の基地建設
（なぜ沖縄には基地が多いのだろうか）

①来館者へのメッセージ
②戦闘と並行した基地建設

２.アメリカ世
－占領下の沖縄－

1.収容所の暮らしと復興の始まり

①収容所の暮らしと食糧事情
②戦後教育の始まり
③帰郷（基地建設と離散）
④戦果と密貿易
⑤海外・県外引揚げの諸相
⑥県人の救援活動と米軍支援物資
⑦文化の復興
⑧うるま新報

2.恒久的基地建設と住民

①沖縄保有の決定
②サンフランシスコ講和条約
③島ぐるみ闘争
④本土の基地問題と海兵隊
⑤基地建設工事
⑥土地接収
⑦海兵隊の移転
⑧核兵器
⑨行政組織の変遷
⑩占領統治の仕組み
⑪南米移民、八重山開拓

3.復帰運動の高まり

①言論統制・渡航制限・裁判移送
②増加する米軍関連の事件・事故
③男女平等の新民法
④沖縄県祖国復帰協議会の結成
⑤主席公選闘争と教公二法阻止闘争
⑥全軍労の結成
⑦日米への留学と集団就職
⑧沖縄返還をめぐる日米協議の始まり

4.基地の街の光と影

①基地の街の背景
②アーニーパイル国際劇場、那覇の街
③スーベニアショップとテーラー
④金城商店とＡサインバー
⑤Ｂ－５２とパラシュート
⑥毒ガス移送とコザ騒動
⑦映像コーナー
⑧ベトナム戦争

２－１.《戦後時代部会》 第５展示室 展示項目リスト 27



大項目 中項目 展示内容の概略

３．ヤマト世
―復帰後の沖縄―

1.「復帰」とは何だったのか

①沖縄返還協定（核抜き・本土並み）
②復帰の措置に関する建議書
③1972年５月15日
④日本政府の沖縄振興策
⑤復帰三大事業と730交通方法変更
⑥開発と環境問題
⑦跡地利用、基地関連収入
⑧復帰後の文化

2.減らない基地負担

①縮小する首都圏の米軍基地と減らない基地負担
②1995年米兵による少女性暴力事件
③日米地位協定、県民投票
④普天間飛行場の返還発表から辺野古新基地建設、名護市民投票
⑤沖国大ヘリ墜落事件等・不時着と落下物事故
⑥オスプレイ配備

3.軍隊と性暴力

①沖縄民政府と慰安施設設置問題
②ベトナム戦争と性暴力・殺人事件
③1995年米兵による少女性暴力事件で開催された県民大会
④強姦救援センター・沖縄「REICO(レイコ)」・CAP

4.軍備強化される基地の島
①南西諸島への自衛隊配備
②新しい万国津梁(地域外交等の取組)
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大項目(基本計画） 大項目（再構成） 中項目(基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略(基本計画） 展示内容の概略（再構成）

１．導入展示 左同 1.
①なぜ沖縄には基地が
多いのだろうか
②東アジアの情勢と沖
縄の位置づけ

1.沖縄戦時下の基地建設
（なぜ沖縄には基地が多いのだろうか）

①日本全国の基地所在地と沖縄の米軍基地
及び自衛隊基地
②朝鮮戦争出撃の島
③ベトナム戦争出撃の島
④今も昔も変わらない基地の島

①来館者へのメッセージ
②戦闘と並行した基地建設

２．アメリカ世
－占領下の沖縄
－

左同

1.収容所の暮らしと復興
の始まり

左同 ①収容所の暮らしと食糧事情(配給・軍作
業・戦果)
②マラリア・栄養失調と軍病院
③女性への性暴力事件
④戦後教育の始まり(青空教室からかまぼ
こ教室)
⑤戦争孤児と孤老
⑥芸能・カンカラ三線
⑦帰郷(基地建設と離散)
⑧経済復興の始まり
⑨海外・県外引揚げの諸相
⑩県人の救援活動と米軍支援物資
⑪沖縄文化の復興(芸能、文化財保護、博
物館)
⑫戦後メディアと言論統制

①収容所の暮らしと食糧事情
②戦後教育の始まり
③帰郷（基地建設と離散）
④戦果と密貿易
⑤海外・県外引揚げの諸相
⑥県人の救援活動と米軍支援物資
⑦文化の復興
⑧うるま新報

2.恒久的基地建設と住民

左同
①冷戦の本格化、朝鮮戦争
②天皇メッセージ
③サンフランシスコ講和条約
④日本での反基地・反核運動
⑤行政組織の変遷(沖縄諮詢会、沖縄民政
府、群島政府)
⑥琉球列島米国民政府(USCAR)と琉球政府
⑦海兵隊移転と在沖米軍基地、核配備
⑧島ぐるみ闘争
⑨基地建設と日本の高度成長
⑩南米移民、八重山開拓

①沖縄保有の決定
②サンフランシスコ講和条約
③島ぐるみ闘争
④本土の基地問題と海兵隊
⑤基地建設工事
⑥土地接収
⑦海兵隊の移転
⑧核兵器
⑨行政組織の変遷
⑩占領統治の仕組み
⑪南米移民、八重山開拓

3.復帰運動の高まり

左同
①言論統制・渡航制限・裁判移送
②増加する米軍関連の事件・事故
③沖縄県祖国復帰協議会の結成
④主席公選闘争と教公二法阻止闘争
⑤ベトナム景気と全軍労の結成
⑥日米への留学と集団就職
⑦沖縄返還をめぐる日米協議の始まり

①言論統制・渡航制限・裁判移送
②増加する米軍関連の事件・事故
③男女平等の新民法
④沖縄県祖国復帰協議会の結成
⑤主席公選闘争と教公二法阻止闘争
⑥全軍労の結成
⑦日米への留学と集団就職
⑧沖縄返還をめぐる日米協議の始ま
り

２－２. 《戦後時代部会》 第５展示室 展示項目リスト（基本計画との比較） 29



大項目(基本計画） 大項目（再構成） 中項目(基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略(基本計画） 展示内容の概略（再構成）

4.基地の街の光と影

左同
①基地の街の背景
②アーニーパイル国際劇場
③スーベニアショップとテーラー
④金城商店とAサインハー゙
⑤B-52とパラシュート
⑥毒ガス移送とコザ騒動
⑦映像コーナー

①基地の街の背景
②アーニーパイル国際劇場、那覇の
街
③スーベニアショップとテーラー
④金城商店とＡサインバー
⑤Ｂ－５２とパラシュート
⑥毒ガス移送とコザ騒動
⑦映像コーナー
⑧ベトナム戦争

３．ヤマト世
―復帰後の沖縄
―

左同

1.「復帰」とは何だった
のか

左同
①沖縄返還協定(核抜き・本土並み)
②復帰の措置に関する建議書
③1972年5月15日
④縮小する首都圏の米軍基地と減らない沖
縄の米軍基地
⑤日本政府の沖縄振興策
⑥復帰三大事業と730交通方法変更
⑦金武湾闘争

①沖縄返還協定（核抜き・本土並
み）
②復帰の措置に関する建議書
③1972年５月15日
④日本政府の沖縄振興策
⑤復帰三大事業と730交通方法変更
⑥開発と環境問題
⑦跡地利用、基地関連収入
⑧復帰後の文化

2.減らない基地負担

左同 ①1995年米兵による少女性暴力事件
②日米地位協定
③普天間飛行場の返還から辺野古新基地建
設へ
④名護市民投票と県民投票
⑤沖国大ヘリ墜落事件等・不時着と落下物
事故
⑥オスプレイ配備
⑦米軍基地による環境問題（PFOS・
PFAS）

①縮小する首都圏の米軍基地と減ら
ない基地負担
②1995年米兵による少女性暴力事件
③日米地位協定、県民投票
④普天間飛行場の返還発表から辺野
古新基地建設、名護市民投票
⑤沖国大ヘリ墜落事件等・不時着と
落下物事故
⑥オスプレイ配備

3,軍隊と性暴力

左同 ①沖縄民政府と慰安施設設置問題
②ベトナム戦争と性暴力・殺人事件
③平等の新民法の施行(憲法は適用されす)゙
④1995年米兵による少女性暴力事件で発起
した県民大会の様子
⑤強姦救援センター・沖縄「REICO(レイ
コ)」

①沖縄民政府と慰安施設設置問題
②ベトナム戦争と性暴力・殺人事件
③1995年米兵による少女性暴力事件
で開催された県民大会
④強姦救援センター・沖縄
「REICO(レイコ)」・CAP

4.軍備強化される基地の
島

左同 ①南西諸島への自衛隊配備
②基地経済と基地跡地利用
③新しい万国津梁(地域外交等の取組)

①南西諸島への自衛隊配備
②新しい万国津梁(地域外交等の取組)
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２－４.《戦後時代部会》 第５展示室 ゾーニングプラン 33
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大項目 中項目 展示内容の概略

０．「平和の礎」について
※エントランスロビー

１　「平和の礎」について ①設立の趣旨、基本理念、デザインコンセプト
②刻銘者と刻銘されていない人々

１　導入―「平和の礎」とは ①「平和の礎」に訪れる人々の様子や、「平和の礎」とは何かという問いかけ

２　刻銘者とライフヒストリー ①刻銘者のライフヒストリー
　　設立趣旨、基本理念や沖縄戦の特徴などが考えられるライフヒストリーの事例

３　「平和の礎」のデータから見えること ①「平和の礎」刻銘者のデータから沖縄戦を考える

４　「平和の礎」を考える ①設立趣旨、基本理念、デザインコンセプト
②刻銘者と刻銘されていない人々

１　沖縄戦体験者の戦後史 ①沖縄戦を生き抜いた人々の戦後のライフヒストリー
　　沖縄戦の影響、戦後沖縄の課題などが考えられるライフヒストリーの事例
②沖縄県民の「平和の礎」への思い

２　世界ではなにが ①沖縄とつながる世界の戦争・紛争
②第二次世界大戦後の戦争・紛争、人権問題
③沖縄・日本にある人権問題

１　平和をつくるには ①平和構築活動が行われている事例を知り、平和はつくれるものだと認識する

２　平和をつくる取り組み ①世界的な平和活動を行っている人々について
②日本・沖縄など身近に平和活動をしている人々について
③国内外の平和博物館及び関連施設

３　世界へ平和を発信する「平和の礎」 ①「平和の礎」の理念や課題を振り返り、未来にむけての可能性を考える

４　平和を発信しよう ①平和を創造する意思表明等を何らかのアクションで発信する

４．企画展示コーナー １　企画展示コーナー ①子ども対象の沖縄戦や人権問題、国際理解をテーマとした企画展

５．学びとふれあいコーナー １　平和学習やコミュニケーションを
醸成するコーナー

①多様な国々・世界の子どもたち
②沖縄の戦争遺跡や世界の戦争・紛争のマップ
③平和を考える絵本
④来館者のふれあい（メッセージ等）

１　情報ライブラリー ①書籍の充実
②利用しやすい書架の配列（こども図書ライブラリー）
③書庫の充実
④学習スペースの充実

２　証言映像ブース ①映像機器の更新

２．現在の戦争や平和について考えるコーナー

６．情報ライブラリー

１．「平和の礎」を考えるコーナー

３．平和創造を考えるコーナー

３－１.《平和の発信・学習部会》 １階子ども・プロセス展示室 展示項目リス
ト
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大項目 大項目（再構成） 中項目（基本計画） 中項目（再構成） 展示内容の概略（基本計画） 展示内容の概略（再構成）

０．「平和の礎」につい
て
※エントランスロビー

１　「平和の礎」について ①設立の趣旨、基本理念、デザインコンセプト
②刻銘者と刻銘されていない人々

１　「平和の礎」を考
える

１　導入―「平和の礎」とは ①導入―沖縄戦の概要
②設立の趣旨、基本理念、デザインコンセプト
③刻銘者と刻銘されていない人々

①「平和の礎」に訪れる人々の様子や、「平和の礎」とは何
かという問いかけ

２　刻銘者とライフヒストリー ①礎に名前を刻まれた人たち、及びその家族・関わりのある
人々が体験したことや辿ってきた人生（事例）

①刻銘者のライフヒストリー
　　設立趣旨、基本理念や沖縄戦の特徴などが考えられるラ
イフヒストリーの事例

３　「平和の礎」のデータから
見えること

①「平和の礎」刻銘者のデータから沖縄戦を考える

４　「平和の礎」を考える ①設立趣旨、基本理念、デザインコンセプト
②刻銘者と刻銘されていない人々

１　今の沖縄・日本は
平和か

１　沖縄戦体験者の戦後史 ①今の沖縄・日本は平和か
②平和のために軍事力や基地は必要か
③貧困やいじめ、ジェンダーなどの構造的暴力・差別

①沖縄戦を生き抜いた人々の戦後のライフヒストリー
　　沖縄戦の影響、戦後沖縄の課題などが考えられるライフ
ヒストリーの事例
②沖縄県民の「平和の礎」への思い

２　世界ではなにが ２　左同 ①今日の戦争・紛争と子どもたち
②地雷や不発弾、核実験など兵器による影響
③先進国と発展途上国の経済格差やそれに伴う平和問題
④平和に関わる民族問題や宗教問題
⑤平和と環境問題

①沖縄とつながる世界の戦争・紛争
②第二次世界大戦後の戦争・紛争、人権問題
③沖縄・日本にある人権問題

３　平和を考える 大項目３へ ①平和活動を行っている団体について
②平和活動や人権問題に取り組む人々
③国内外の平和博物館及び関連施設

大項目３へ

３．平和創造を考える
コーナー

１　平和をつくるには ①平和構築活動が行われている事例を知り、平和はつくれる
ものだと認識する

２　平和をつくる取り組み ①世界的な平和活動を行っている人々について
②日本・沖縄など身近に平和活動をしている人々について
③国内外の平和博物館及び関連施設

３　世界へ平和を発信する「平
和の礎」

①「平和の礎」の理念や課題を振り返り、未来にむけての可
能性を考える

４　平和を発信しよう ①平和を創造する意思表明等を何らかのアクションで発信す
る

３．企画展示コーナー ４．左同 １　企画展示コーナー 左同 ①子ども対象の沖縄戦や人権問題、国際理解をテーマとした
企画展

左同

４．学びとふれあい
コーナー

５．左同 １　平和学習やコミュ
ニケーションを醸成す
るコーナー

左同 ①多様な国々・世界の子どもたち
②沖縄の戦争遺跡や世界の戦争・紛争のマップ
③平和を考える絵本
④来館者のふれあい（メッセージ等）

左同

１　情報ライブラリー 左同 ①書籍の充実
②利用しやすい書架の配列
③書庫の充実
④学習スペースの充実

①書籍の充実
②利用しやすい書架の配列（こども図書ライブラリー）
③書庫の充実
④学習スペースの充実

２　証言映像ブース 左同 ①映像機器の更新

５．情報ライブラリー

２．現在の戦争や平和
について考えるコー
ナー

左同

６．左同

１．「平和の礎」を考
えるコーナー

左同

２　刻銘者とライフヒ
ストリー

３－２.《平和の発信・学習部会》 １階子ども・プロセス展示室 （基本計画との比較） 36



２現在の戦争や平和について
考えるコーナー

5 学びとふれあい
コーナー

ｃ

１「平和の礎」を考えるコーナー

４

設立趣旨

基本理念

デザインコンセプト

３
｢平和の礎｣の
データから
見えること

２
刻銘者の

ライフヒストリー

4
平和を

発信しよう

３平和創造を考えるコーナー

３

世界へ平和を

発信する

「平和の礎」

ｃ

１

導入

「平和の礎」

とは

ゆんたく
ひろば

２

平和をつくる

取り組み

1
平和を

つくるには

6 情報
ライブラリー

４企画展示
コーナー

１
沖縄戦体験者の

戦後史

２
世界では
なにが

０

「平和の礎」

について

＜エントランスロビー＞

こども図書

ライブラリー

３－３.《平和の発信・学習部会》 １階子ども・プロセス展示室 展示構成図 37



３－４.《平和の発信・学習部会》 １階子ども・プロセス展示室 ゾーニングプラン

1階 全体平面計画図

・ロビー窓際に平和の礎の理念や設立の経緯等について紹介するコーナーを設ける。

0.平和の礎について

受付カウンター
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1階 展示室内ゾーニング案

情報ライブラリー

２.現在の戦争や平和について
考えるコーナー

子ども図書
ライブラリー 専門図書

ライブラリー

1.平和の礎を
考える

カウンター

ゆんたくコーナー

4.学びとふれあい
コーナー

３.平和創造を考える
コーナー

３.企画展示コーナー

ライブラリー倉庫

事務室

証言映像

・企画展示室を事務室横に配置。
・「１．平和の礎を考える」と「２．現在の戦争や平和について考える」
「３．平和創造を考えるコーナー」を隣接して配置。

・「４．学びとふれあいコーナー（ゆんたく）」と子どもライブラリーをゆるやかにつなぐ配置。
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４－１.《八重山平和祈念館部会》 八重山平和祈念館 展示項目リスト

大項目 中項目 展示内容の概略

０.エントランスホール １ 八重山のマラリアの歴史 ① 八重山の戦争とは？（問いかけ）
② マラリアとは？
③ 八重山のマラリアの歴史

１．八重山と沖縄戦 １ 中世から近代の八重山 ①ヤキーと称された八重山の風土病「マラリア」
②人頭税の重圧
③琉球王国の耕地拡大を意図した寄人政策によるマラリア有病地への強制移住
④甚大な被害をもたらした「明和の大津波」

２ 列強国をめざす日本と八重山 ①牡丹社事件と台湾出兵
②日本の国境となった八重山諸島
③日の丸国旗下賜
④八重山諸島に押し寄せた琉球併合
⑤清国と日本政府の間で交わされた分島条約

３ 日清・日露・第一次世界大戦と八重山 ①徴兵令の発布
②日清戦争、日露戦争、第一次世界大戦
③台湾の植民地化
④帝国主義と当時の植民地地図

４ 近代国家とマラリア ①笹森儀助の南西諸島調査により明らかにされたマラリアと人頭税による窮状
②衛生的観点から確認されたマラリア防遏の必要性
③マラリア罹患のメカニズム
④人頭税の廃止（1903 年）
⑤マラリア防遏問題に関する群民大会
⑥ソテツ地獄とマラリア地獄
⑦軍事費とマラリア対策費

５ 戦時体制と教育 ①御真影、教育勅語の下賜
②弾圧される日本教育労働組合八重山支部
③兵士養成所となった学校
④八重山から中国大陸へ
⑤鳥居設置の奨励と戦争

６ アジア・太平洋戦争と八重山
－すべては戦争のために－

①国民学校と「国体護持」
②翼賛青年連盟与那国支部・大政翼賛会八重山支部の誕生
③大舛松市顕彰運動
④船浮臨時要塞と第32 軍
⑤陸軍中野学校出身者と戦争
⑥飛行場建設と住民
⑦朝鮮人軍夫
⑧慰安婦問題
⑨台湾、九州への疎開
⑩少年志願兵と女子挺身隊
⑪食糧供出
⑫八重山の学徒（鉄血勤皇隊、女子学徒看護隊など）
⑬沖縄戦特攻作戦第１陣 石垣島から出陣

赤字・水色ベース；基本計画からの変更点
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大項目 中項目 展示内容の概略

７ 空襲と艦砲 ①本島への米軍上陸
②「捨て石作戦」としての沖縄戦
③激烈を極める空襲
④みのかさ部隊
⑤船舶撃沈事件
⑥米軍捕虜虐殺事件
⑦空襲と御真影・教育勅語

２．戦争マラリアの実相 １ 「県民指導措置八重山郡細部計画」と「戦争
マラリア」

①県民指導措置八重山郡細部計画
②マラリア有病地への強制避難命令
③「戦争マラリア」が発生した島々
④波照間島住民と忘勿石
⑤軍の作戦や計画・各島における軍命

２ 八重山での強制避難
－軍命でマラリア有病地帯へ－

①強制避難の概況
②強制避難命令のねらい
③兵士たちのマラリア犠牲
④「戦争マラリア」と戦争孤児

３ 避難地生活の実相 ①避難地での食糧事情と居住環境
②「戦争マラリア」による犠牲者
③看病、埋葬の状況
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大項目 中項目 展示内容の概略

３．各島々の戦争 １ 各島々の戦争の様子 ①漁船撃沈等周辺海域の状況
②各島の戦争の状況
③各島の軍隊配備状況
④離島残置諜者と八重山
⑤各島の強制避難の状況
⑥強制避難を免れた島・竹富島
⑦各島の戦争及び「戦争マラリア」によ
る犠牲者数

２ 証言/石垣島 ①各島々の証言

３ 証言/西表島

４ 証言/波照間島

５ 証言/竹富島

６ 証言/小浜島

７ 証言/鳩間島

８ 証言/黒島

９ 証言/新城島

１０ 証言/与那国島
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大項目 中項目 展示内容の概略

４．八重山の戦後と復興 １ マラリア撲滅と住民 ①戦後直後のマラリア対策とその成果
②大濱信賢と「マラリア撲滅に関する取
締規則」

③DDT と抗マラリア薬「アテブリン」
④藪の伐採、水道の浚渫
⑤米軍基地建設等に伴う移民の増加、森
林開拓等によるマラリア再燃

⑥WHO によるマラリア根絶計画の公表
⑦ウイラープランの展開

２ 八重山への移民と復興 ①沖縄本島や宮古島等からの移民の実態
②八重山から沖縄本島、本土への出稼ぎ・移住
③若者の流出と移住者
④密貿易と復興
⑤八重山自治政府
⑥八重山文化ルネッサンス
⑦八重山復興博覧会（昭和25 年）
⑧道路開通（オグデン道路など）
⑨琉米文化会館
⑩とぅばらーま大会（昭和22年から）

５．戦争マラリア援護会の活動 １ 沖縄戦強制疎開マラリア犠牲者援護会の発足
とその活動

①総決起大会
②陳情活動
③追悼式の開催
④篠原武夫教授が援護会活動を始めるきっかけとなった『平和への証言－沖縄県立平
和記念資料館ガイドブック』

２ 慰藉（いしゃ）事業の概要 ①八重山戦争マラリア犠牲者慰霊之碑の建立
②「八重山平和祈念館」の設立
③『悲しみをのり越えて－八重山戦争マラリア犠牲者追悼平和祈念誌－』の発行

６．八重山から平和を発信（平和発信拠
点）

１ 昔も今も国境の島の苦しさ ①尖閣諸島をめぐる中国の動き、台湾有事への懸念
②八重山への自衛隊配備
③「沖縄戦の教訓」はどこへ

２ 八重山の平和を願う心とその活動 ①多様な平和創造活動の推進
②八重山と台湾の交流
③「平和の礎」へ刻銘された台湾の人々
④慰霊碑の建立
⑤元ハンセン病の方々への対策
⑥「世界平和の鐘」
⑦「石垣市非核平和都市宣言」
⑧憲法９条の碑
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４－２.《八重山平和祈念館部会》 八重山平和祈念館 展示構成図

１．八重山と沖縄戦 ２．戦争マラリアの実相 ３．各島々の戦争

４．八重山の戦後と復興 ５．戦争マラリア援護会の活動 ６．八重山から平和を発信（平和発信拠点）

0．エントランス

0-1 八重山の
マラリアの歴史

1-1
中世から

近代の八重山

1-2
列強国をめざす
日本と八重山

1-3
日清・日露・

第一次世界大戦と
八重山

1-4
近代国家と
マラリア

1-6
アジア・太平洋戦

争と八重山
－すべては戦争のために

－

1-5
戦時体制と

教育

1-7
空襲と艦砲

2-1
「県民指導措置八重山
郡細部計画」と「戦争

マラリア」

2-2
八重山での強制避難
－軍命でマラリア
有病地帯へ－

2-3
避難地生活の実相

4-1
マラリア撲滅と住民

4-2
八重山への移民と復興

5-1
沖縄戦強制疎開マラリア
犠牲者援護会の発足と

その活動

5-2
慰藉（いしゃ）事業の概要

6-1
昔も今も

国境の島の苦しさ

6-2
八重山の平和を願う

心とその活動

3-1
各島々の戦争の様子

3-10
証言/与那国島

3-9
証言/新城島

3-8
証言/黒島

3-7
証言/鳩間島

3-5
証言/竹富島

3-6
証言/小浜島

3-2
証言/石垣島

3-3
証言/西表島

3-4
証言/波照間島
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A案

・読書コーナーと映像ブースを囲われた空間として設える。
・円形の証言テーブルを設置。

※備考
・ゾーニングプランの検討については、映像ブース・読書スペースの展開案２案と
証言テーブルの展開案２案での、方向性検討がポイント。
・各々の案の組み合わせで４案が導き出されるが、各々の展開は、２案提示するこ
とで確認できるので、ここでは、A案・B案の２案のみ提示。

４－３.《八重山平和祈念館部会》 八重山平和祈念館 ゾーニングプラン

・読書コーナーと映像ブースを比較的オープンなかたちで、設える。

・四角形の証言テーブルを設置。

B案

１．八重山と沖縄戦

２．戦争マラリア
の実相

３．各島々の戦争

４．八重山の戦後
と復興

５．戦争マラリア
援護会の活動

６．八重山から
平和を発信

（平和発信拠点）

１．八重山と沖縄戦

２．戦争マラリア
の実相

３．各島々の戦争

４．八重山の戦後
と復興

５．戦争マラリア
援護会の活動

６．八重山から
平和を発信

（平和発信拠点）
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【資料２】

各部会と確認を要する事項等（事務局まとめ）

１．部会間で確認・調整が必要な事項

①導入における「平和の礎」の扱いについて
第１展示室の「導入の導入」と子ども・プロセス展示室「平和の礎を考え

るコーナー」の「導入」において、「平和の礎」の情景を映像（スライドショ

ー含む）にして投影する案が出ている。

内容、手法（映像か写真か、など）を確認しながら検討を進めていく。

②第１展示室、第５展示室の「導入」について
第１展示室（導入部の問いかける展示）と第５展示室の「導入」部分で

「なぜ沖縄に基地が多いのか」という問いかけをする案で進んでいる。

第５展示室では、「展示むすびのことば」をうけて、あらためて「なぜ沖縄

に基地が多いのか」という問いかけをするという意見をいただいており、今

後もその方向で展示計画を進めていきたい。

③「平和の礎」刻銘者データを活用した展示について
第３展示室「『平和の礎』から見た戦没者」、子ども・プロセス展示室「平

和の礎を考えるコーナー」において、「平和の礎」刻銘者データを活用した展

示の案が出ている。

それぞれの展示室のねらいや空間によって、内容や展示手法において差別

化する方向で議論を進めていきたい。

④第５展示室「現在の戦争と紛争」、「世界情勢」の展示について
展示更新基本計画において、「現展示の『現在の戦争と紛争』、『世界情勢』

に関する展示の見直しを検討する。」（p6）が検討課題としてあがっている。

現在、第５展示室の内容には盛り込まれない方向で議論が進んでいる。

子ども・プロセス展示室「現在の戦争や平和について考えるコーナー」「平

和創造について考えるコーナー」において類似した内容を扱う方向である。

⑤その他
第２・３展示室、第５展示室で「収容所／収容地区」、「戦後処理と諸問題」、

「性暴力」などの内容が重なることが考えられる。部会においては、より展示

を具体化したときに調整・検討することを確認した。今後、展示内容が具体化

した時点で、改めて部会間で調整していきたい。

２．基本計画（素案）に対するご意見について
基本計画（素案）に対して、パブリックコメントを実施した。（参考資料２）

頂いたご意見について、引き続き今後の検討の参考とさせていただく。
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